
   

養護学校教諭 かっこちゃんこと 

山元加津子さんと、子ども達との 

心のあたたまるつながり 

人はなぜ完全ではないのか？ 

宇宙はなぜ完全ではないのか？ 

今、解きあかされていく 

いのちの神秘 

○交通機関 

浜松駅前バスターミナル 

１６番のりば「和合西山行」乗車 

バス停「浜松基地」下車 

（約２２分）、徒歩５分  

山元加津子（やまもと かつこ） 
 

石川県立明和養護学校教諭。 

教師と生徒という関係ではなく、障害を

持った子ども達を、かけがえのないお友

達と呼んで、心の交流を続けている。 

その純粋で心温まる触れ合いを語る彼

女の講演は評判となり、多くの人の魂を

揺さぶり続けている。 

著作には、「ゆうきくんの海」「たんぽぽ

の仲間たち」「魔女・モナの物語」「きいち

ゃん」「本当のことだから」などがある。 

養護学校教諭 山元加津子さんは、子ど

も達との交流を通じて、「みんな理由が

あって生まれてきた大切な存在。そのま

んまで、素晴らしい存在なんだ」と確信

しはじめる。 

そして、「病気や障害にも理由があって、

とても大切なんだ」ということも。あな

たのいのちの鍵をそっとあける愛に満ち

たドキュメンタリー。 

☆日 時：平成２０年１１月３０日（日） 
１３：３０開場 １４：００開演  

☆場 所：和合せいれいの里３号館 研修室 
   （浜松市中区和合５５５） ※地図参照  
☆参加費：大人１０００円／高校生以下５００円 

（未就学児は無料）  
☆主 催： はぴはぴスマイル  
☆問合せ：happyhappy-smile@egaodaisuki.net  

090-5451-3573（花じろう） 
   ※17:00～22:00 /日中は留守電対応 

 



映像制作：ひとさじの砂糖ムーブメント／Ｅ・Ｅプロジェクト 

配  給：    （ハートオブミラクル） 

監督／撮影・構成・編集―――――――入江富美子 

プロデュースコーチ／語り・撮影―――岩崎靖子 
映像技術・音声効果／撮影・編集―――小野敬広 
音楽 歌――――――――――――――chil＊sant（チルサント） 

作詞・作曲――――――――えりぃ 
編曲・演奏（ギター）―――筒井タケオ 
編曲・演奏（ピアノ）―――谷垣ゆかり・植埜有香 

 

 

上映会への想い☆彡 
 
１/４の奇跡～本当のことだから～の映画は、  
観たこともないのに直感で絶対にみんなに伝えたい！！  
と想っていたものです。  
 
でも、浜松に戻ってきたばかりで、  
協力者もいない中、できるわけないって思っていました・・  
 
まずは、映画を観に行こう。  
 
そう思っていた矢先、  
青年海外協力隊の二次試験で東京に行き、その日  
泊まらせてもらっていた友人が、かっこちゃんの  
講演会のスタッフをすることがわかりました。  
 
しかも、試験の翌日。  
 
というわけで映画よりも先にかっこちゃんの講演会を  
聴くことができたのでした。  
 
そこで、やっぱり、素敵な人だなぁ。  
雪絵ちゃんのメッセージを私ももっともっと、  
みんなに知ってもらいたい！！  
 
そう感じました。  
 
そして、１/４の奇跡と光彩の奇跡の二本立てを観に  
再度東京へ行って、やっと、浜松で上映会をする決心をしました。  
 
 
この世に生まれてきたこと、それだけでもすごいことなのに、  
それに感謝ができない人はたくさんいます。  
 
自分の容姿や性格を卑下してみたり・・  
モノによる豊かさを幸せの基準と思ってみたり・・  
 
どうせ私なんて・・  
 
生きてる意味がわからないの・・  
 
何人の人から、こうした言葉を聞いてきたことでしょう。  
 
 
そして、大切な私の友人。  
 
障害児・・と呼ばれる子供を１人で育てながら、時には 
悩み、落ち込み、 それでも前を向いて歩いています。  
 
父親がいないので、母１人、子１人ですが、  
本当にがんばっています。  
 
そんな彼女に、応援していること伝えたい。  
彼女の心に あったかいモノが流れて、 
なにか感じてくれたらいいなって。  
 
 
この世にうまれ、光を感じ、音を聞き、自分の足で歩けること。  
当たり前にできると思っていることが、できない人たちがいます。  
 
世の中でいう『常識』から外れた行動をとってしまったり、  
考えが理解してもらえなかったりする人がいます。  
 
そういった人を障害者という言葉でくくってしまって、  
ひとまとめにしてしまうのって、  
すごくすごく傲慢な考え方じゃないかなぁ・・・  
 
だいたい、世の中の常識って誰が決めたの？  
 
 
本当に、すべてこの世の中にあるものに  
意味のないことなんてないと思うんです。  
 
私は、わたしのまわりの大切な人たちが、  
そして私の大好きな街に住んでいる人たちが、  
『なんだか、生きていてよかった』って。  
 
『ああ、そうか、生まれてくることにはちゃんと  
意味があったんだな』って。  
 
そう感じてほしいなって思います。  
 
 
優しい気持ちになれて、  
ちょっとだけ前を向いて生きていく、  
そんなきっかけになれたら、  
それだけでも十分うれしい。  
 
 
そんな気持ちで、上映会を主催しました。 
 

はぴはぴスマイル 花じろう 

この映画を観ると ちょっと自分が好きになります。 

この映画を観ると まわりの人に感謝したくなります。 

この映画を観ると 幸せだなぁと感じます。 

この映画を観ると 生まれてきて良かったなと思います。 

出会いに感謝。 ありがとう。 

北村龍子 

こころもこれでいいのですね。 

こころも私でいいのですね。 

心の涙がとめどありません。 

 

和歌山県女性 

私自身、知的障害のある子どもの母で、この子をどう

育てたらいいのか、どう生きてほしいのか、自問自答の

日々でした。 

でも今日の映画を見させていただいて、この子はこの

子で素晴らしいんだ、この子はこの子のままでいいん

だ、もっともっと自分のことが好きになってもらいたい、

好きになるように育ててあげたいと思いました。 あり

がとうございました。 

今からこの気持ちを忘れることなく、大切に丁寧に育て

てあげたいと思います。 

N．H 

はぴはぴスマイル 
☆★☆STAFF☆★☆ 

 
花じろう 
やっぱ猫 
くじら 
ｎｏｒｉ 
ショコラ 
ｏｔａｎｋｏ 
うーたん 
ジ～ニ～ 

ありがとうございます 


